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（研究目的） 
 日本の最大の失明原因であり、高齢化に伴い増加すると予想される正常眼圧緑内障の病態 
を、我々が世界で初めて作成したモデルマウスの知見と緑内障患者さんから提供して頂いた 
DNA標本を用い、明らかにする。さらに、「グルタミン酸トランスポーターの活性化による正常眼 
圧緑内障の治療」という新しい概念による治療薬の開発を行う。本研究は、失明という生活の 
質を低下させる大きな要因の一つを減少させ、活力ある高齢化社会の実現に貢献する。 

日本人の失明原因 



（研究成果） 
●緑内障の患者さんに多く見られるグルタミン酸トランスポーターGLAST遺伝子の変異を8種 
 類見つけた。この変異を利用して、一部の緑内障患者さんの早期診断が可能になった。 
●一部の緑内障患者さんから、グルタミン酸トランスポーターGLAST遺伝子の機能を障害す 
 る遺伝子変異を見つけた。 
●グルタミン酸トランスポーターGLAST遺伝子の機能を増強する化合物を16種類見つけた。 
●正常眼圧緑内障のモデル動物の症状を改善する化合物を3種類見つけた。 

（今後の展望） 
●最先端の遺伝子解析技術を用いて、緑内障の原因遺伝子の検索を行い、より多くの緑内 
 障患者さんを早期に診断できる系を構築する。 
●神経保護作用のある新しい緑内障治療薬の開発を進める。 

（用語の解説） 

グルタミン酸：光の情報を脳に伝える神経伝達物質である。生体に必要な物質であるが、細胞の外に過
剰に存在すると、神経細胞を変性させる。 

グルタミン酸トランスポーター：細胞外のグルタミン酸を細胞内に取り込み、細胞外のグルタミン酸濃度
を低い状態に維持する蛋白質である。 


